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1. はじめに 

2010 年から本研究では手指衛生・消毒を促進するための

支援システムの開発に取り組んできた．国内外では WHO

（世界保健機関）[1]による手指衛生における手指消毒を強

く推奨 [2][3]されている．日本国内では手指衛生剤容器が

設置されているところを多く見かけるようになったが，手

指消毒の実践は低い状況である．本研究では 2015 年の冬

期間のインフルエンザ流行時期にアンケート調査をしたと

ころ，手指衛生剤容器の設置を知っている人は 87.5％いた

が，手指消毒を実践している人は 14.3％であった．調査結

果を分析すると，手指衛生剤容器を単体で設置した環境で

は，手指衛生を促進させるまでの訴求効果が低いことが明

らかになった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 先行の ICASSの２種をベースにしたシステム開発 

本研究では，訴求効果を高める手指消毒の支援システム

ICASS(Infection Control Arduino Support System・ Infection 

Control AR Support System)を 2 種開発して，各システムを

大学の食堂入口・医療機関の入口・公共機関（市役所）の

入口に設置した検証をして報告[4]した．本研究では新たに

2 種開発して，医療福祉機関の入口に設置して検証した．

以下，新たに開発した ICASS version.3 と ICASS version.4

の 2種の支援システムについて述べる． 

2. システムの概要 ICASS version.3 

図２のようにシステムは，マイコン（ArduinoUnoRev3）

を用いた制御機器によって，Macintosh 内蔵の基本ソフト

（iOS）と応用ソフトウェア（プロセッシング）を組み合

わせた入出力インターフェイスを実装した．システムの起

動・監視動作は赤外線集電センサー（SE-10）を設置して

手指衛生剤容器の周辺動態を監視した．図３のように手指

衛生実施を促すコンテンツを表示するための報知ディスプ

レイのオン/オフは SE-10で行い，手指消毒実施の判断処理

は，手指衛生剤容器の底部に設置した圧力センサー

（FSR402）で判定処理して，手指消毒を実施した人数を自

動的に記録するようにした．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図２ システム構成の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ システムのオン/オフとコンテンツの画面遷移 
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3.  システムの概要 ICASS version.４ 

図 4 のようにシステムは，ICASS version.3 方式に比較し

た場合，導入時の複雑な設定は少ない．システムの特徴は，

カメラとスピーカーによって，手指衛生剤容器の周辺のリ

アル映像と音声同期による訴求を高める仕組みである．報

知ディスプレイのオフからオンの移行起動時からカメラか

らのリアルタイム映像による報知に加えて，手指消毒行為

を促進させるための情報テキストコンテンツを映像に重畳

表示させて，遷移表示させた．時々刻々変化するコンテン

ツ表示と音声の報知変化の効果によって，手指消毒という

行為に関心を向ける雰囲気を表出した．手指衛生剤容器の

カメラ範囲に手を入れることで，情報テキストのコンテン

ツが AR に切り替わり，手の動きに追従するようにした．

2013 年の先行開発した version.2 では，消毒行為の際の AR

オブジェクトがランダムに表示されていたが，今回の開発

したシステムでは，手の表面を感知範囲に限定して違和感

を低減した．画面内の AR 追従のオブジェクトや変化タイ

ミングも考慮した．結果，手指衛生剤容器からの消毒液を

手のひらに塗布した最適タイミングによる AR オブジェク

トの変化によって訴求効果を高めることを期待した．先行

開発したシステムに比較して，自身の手の表面に付着して

いる AR 表示された菌などのオブジェクトの現実感が高く

なったことを確認した．システムの起動・監視動作はカメ

ラの動態検知機能によって行い，人が周辺に感知されない

時は，ICASS version.3 方式同様に，報知ディスプレイがブ

ラックアウト（スタンバイモード機能）して，「消毒にご

協力お願いします」という音声のみを報知するようにした．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ システム構成の概要とコンテンツの画面遷移 

4. 検証 

ICASS version.3 と version.4 のシステムの設置検証

[5][6][7]をした．図５は version.4 のシステムの設置検証の

様子（高齢者医療福祉施設）で，詳細は,登壇時に発表する. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ ICASS version.2方式のシステムの設置検証の様子 

5. おわりに 

開発したシステムは，本研究が考案・提案したマルチス

テージシフトという概念で報知ディスプレイのオン/オフか

らコンテンツの画面遷移または AR の追従変化表示まで制

御している．感知範囲や表示タイミング変更・コンテンツ

の改変などは応用ソフトウェア内のインタ－フェイスで可

能である．手指衛生を促進させる気づき・訴求と実施効果

を設置環境や季節時期に応じて，改変することが可能であ

り，様々な場における設置環境に対応し，保菌者誘導効

果・意識向上効果を得る支援が可能である．本システムに

よる高い保菌者誘導効果を獲得するためには，多層的・分

散的に設定可能なセンサ・コンテンツとの相互作用を利用

したマルチステージシフト機能を組み合わせ，各ステージ

はセンサー作動の動的画面遷移を設置者側で変更できる．

各システムの集電センサーやカメラ検知による開始ステー

ジの違いはあるが，報知ディスプレイ画面がブラックアウ

ト状態から起動することでは，周囲に気づきを与えており，

常時，表示するよりも効果があることが明らかになった．  
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